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唐津赤十字病院 検 索

基本理念 基本方針
■ 安心な医療

■ あたたかい看護

■ 地域への貢献

■ 患者さんの人権を尊重します。

■ 救急医療やがん医療の充実に努めます。

■ 災害救護に貢献します。

■ 質の高い医療と看護を提供します。

■ 地域医療連携を推進します。

■ 健全で安定した経営基盤を確立します。

感染拡大防止へのご協力のお願い
　日頃より当院をご利用いただくみなさんには、検温や面会禁止、マスク着用などの新型コロナウイルス感染症対策にご協力いただき、
誠にありがとうございます。まだまだ予断を許さない状況ですが、コロナ収束に向け、これからも感染対策へのご協力をお願いいたします。
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We hope a “Bright Future”地域の明るい未来を願って

第30号
2023 Vol.30
F e b r u a r y

　当院の放射線治療装置が2022年4月に最新機種へと

リニューアルいたしました。今回のこの機種更新には半年

弱ほどの期間を要しており、その間は放射線治療が行

うことができなかったことを、まずはお詫び申し上げます。

ではありますが、放射線治療の世界も進歩は日々著しく、

今回のこの10数年ぶりの更新で、新機種には多くの新しい

治療技術が組み込まれており、当院を利用される皆さんに

もより良い医療が提供できるものと考えております。

　具体的には、放射線治療装置本体（Var ian社製 

TrueBeam）、放射線治療計画用CT（SIEMENS社製）、

各種コンピューターによって構成される高精度放射線治療

システムで、画像誘導放射線治療、定位放射線治療（いわ

ゆるピンポイント照射）、強度変調放射線治療など最先端

の治療で真価を発揮する装置です。当然のことながら一般

的な放射線治療も完璧にこなせます。

　高精度システムであるが故にスタッフの習熟にも時間を

要し、様々な新機能は一つずつ慎重にその活用範囲を広

げているところです。これまで大学病院などへ紹介するし

かなかった疾患・治療も、徐々に当院で行えるようになって

きています。

　実は放射線治療ができる施設はそれほど多くなく、地域

がん診療連携拠点病院である当院は、佐賀県北西部でそ

の放射線治療を提供できる唯一の施設です。利便性など

の点から、福岡県や長崎県から来られる患者さんも少なく

ありません。広大な地域を支え、そして様々な疾患、患者さ

ん個々のニーズに応えて行くことが、私たちと新たな放射線

治療装置の使命と考えております。皆さんにも、「唐津赤十

字病院の放射線治療」ではなく、「私たちの、あるいは私た

ちの地域の放射線治療」と思っていただければ幸いです。

放射線治療装置の
リニューアルについて

放射線治療科部長

松村 泰成
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　今年の9月に、新たにFilmArray（ビオメ

リュー）というPCR装置を導入しました。新

型コロナウイルスを含むウイルス18種、細菌

4種のPCR検査が一度に測定可能で、新

型コロナウイルス感染拡大の第8波、インフ

ルエンザの同時流行の対応に期待されて

います。

　その他にもFilmArrayには血液培養パネル、髄膜炎・脳炎パネル、消化管パネルがあり、

随時導入に向けて準備を進めています。

■スタッフ紹介

活 動 報 告
A C T I V I T Y  R E P O R T

　検査技術課は医師の指示のもと、チーム医療の一員として、診断・治療に必要な検体

検査や生体検査の結果情報を正確に分析評価し、迅速に報告できるようスタッフ20名で

対応しています。時間外夜間は技師1名が当直し、緊急心臓カテーテル検査や緊急輸血

の補助に呼び出し体制を整えています。平日は技師1名が早出して、入院検査の迅速な報

告を行っています。

検査技術課の紹介

頭痛外来の開設について

　頭痛は、一次性頭痛（片頭痛、緊張型頭痛、群発頭痛

など）と二次性頭痛（脳出血、脳腫瘍など他疾患に起因）に

分類することができます。その中でも特に頻度の高い片頭痛

は、日本におよそ1000万人いると推測されています。従来の

予防薬を使っても、頭痛の発作により日常生活に支障を来し、

仕事を休んだり、休日に寝込んだりして、お困りの方は、当院

の頭痛外来受診をご検討ください。頭痛外来では、一次性

頭痛、二次性頭痛に関わらず診察いたします。特に急を要する

ような二次性頭痛の場合には、担当診療科を受診していた

だくようご案内もしています。

当院の医師が「ぴ～ぷる放送」の
番組に出演しています

　ぴ～ぷる放送の番組「週刊！キャッチぴ

～ぷる」の「健康美塾」というコーナーに脳

神経外科の鈴山部長と高口医師が出演

しました。このコーナーは健康に関する情報をメインに紹介する

もので、今回は脳卒中の予防と治療についてお話しました。鈴

山部長は市民の方に対して「症状がある場合には、恥ずかしが

らずに、遠慮せずに受診してほしい」とメッセージを送りました。

今後も当院の医師が継続して出演する予定ですので、放映予

定を当院のホームページでご確認の上、ぜひご覧ください。

特定療養費の改定について
　より専門的な医療を提供する地域医療支援病院とかかりつけ医との機能分化を推進する国の方針により、200

床以上の地域医療支援病院である当院では、他の医療機関からの紹介なしに受診された患者さん等に対して、

初診・再診ともに特定療養費を頂いております。今般、診療報酬改定により、令和４年10月１日から特定療養費を

下記のとおり改定させていただくこととしましたのでお知らせいたします。

※緊急その他やむを得ない事情により、当院を受診される場合はこの限りではありません。

※当院を以前に受診されている方でも特定療養費をいただく場合がございます。

※地域連携小児救急センターを受診される場合を除きます。

対象
他の医療機関からの紹介状を持参
されなかった場合

改定後の特定療養費（税込み）

医科 7,700円　歯科 5,500円

初 診 再 診
対象
当院医師より他の医療機関への紹介を
行う旨を申し出た後も、当院での診療を
希望し受診された場合

改定後の特定療養費（税込み）

医科 3,300円　歯科 2,090円

超音波検査士

細胞検査士

認定病理検査技師

JHRS認定心電図専門士

認定臨床微生物検査技師

感染制御認定臨床微
生物検査技師

二級臨床検査士

緊急臨床検査士

消化器内視鏡技師

血管診療技師

日本糖尿病療養指導士

佐賀糖尿病療養指導士

特定化学物質作業主任者

特別管理産業廃棄物
管理責任者

8名

5名

2名

1名

2名

2名

7名

1名

3名

1名

2名

3名

3名

1名

　新型コロナウイルス感染症のパンデミック

以前、当院では本格的な遺伝子検査を院

内で実施していなかったため、病院一丸と

なっての流行への対応と並行して、検査技

術課では新型コロナウイルスの遺伝子検

査体制の確立を進めてきました。

　最初に陰圧の遺伝子検査室、安全キャ

ビネット、クリンベンチの設置、RT-PCRの機

器、RNAの自動抽出装置、LAMP法の機器を増設し、検査スタッフ全員がPCR検査を出

来るよう訓練を行い、24時間PCR検査が出来る体制を構築しました。

　しばしば職員や入院患者からの発症がみられ、大量の接触者検査が必要でしたが、感

染症内科医師、看護師と一緒に検査技師も検体採取にかかわり、水際対策にも貢献でき

たと思います。

9月 11月

診療時間

予　　約

受診の際には、紹介状をお持ちください。

脳神経内科｜岩﨑　脳神経外科｜ 鈴山、高口

予約制になっておりますので、かかりつけ医より
ご予約ください。

毎週火曜日（祝日を除く）
◎１４時００分～  　　　◎１４時3０分～

担 当 医
　ご準備

いただくもの
　

1名 1名

令和4年

10月1日
から適用

お 知 ら せ
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の点から、福岡県や長崎県から来られる患者さんも少なく

ありません。広大な地域を支え、そして様々な疾患、患者さ

ん個々のニーズに応えて行くことが、私たちと新たな放射線

治療装置の使命と考えております。皆さんにも、「唐津赤十

字病院の放射線治療」ではなく、「私たちの、あるいは私た

ちの地域の放射線治療」と思っていただければ幸いです。

放射線治療装置の
リニューアルについて

放射線治療科部長

松村 泰成


